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ハザードマップの作成ハザードマップの作成

本輪西川水系コイカクシ川の事例本輪西川水系コイカクシ川の事例

室蘭工業大学室蘭工業大学 藤間藤間 聡聡

鵡川町洪水ハザードマップ鵡川町洪水ハザードマップ

説明－１ 
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カスリーン台風 東京都江戸川区 1947.9.13～15

建設省 関東水害写真集

東海豪雨名古屋市西枇杷島町 2000.9.11～13

引用 国土交通省河川局 災害列島2000
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近年の洪水災害の特徴と課題

近年の洪水災害の特徴と課題
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日本周辺のプレート分布

引用 巨大災害があなたを襲う 学習研究社

日本付近で発生したＭ６以上の地震震央分布図
1901～1980
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低気圧

台 風

日本周辺における台風と低気圧

台風の発生地帯と平均年発生数
統計年1940～1969

引用 巨大災害があなたを襲う 学習研究社

5個

31個
9個
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年間台風上陸数 1950～2004年

台風の平均発生個数 26.7個
台風の平均上陸個数 2.6個
統計年1971～2000年

引用 国土交通省河川局災害列島2005

2004年台風上陸状況発生数29個

国土交通省河川局災害列島2005に加筆

丸山川氾濫 死者95名

首都圏 死者7名

宮川氾濫 死者26名

北海道暴風 死者
41名

瀬戸内海 死者10名

高松市 死者14名

高知・徳島 死者3名
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福井豪雨災害 足羽川決壊福井市
2004.7.17～18

引用写真 近畿地方整備局死者４名

集中豪雨発生件数の推移

時間雨量100mm以上の降雨発生回数
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日本･世界の河川流量日本･世界の河川流量の比較の比較

ミシシッピ川
利根川(川俣)

北上川(狐禅寺)

筑後川(長谷)
1953年洪水

東京とロンドンの地盤高と河川洪水位
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本輪西川水系コイカクシ川本輪西川水系コイカクシ川
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洪水氾濫流シミュレーションの概略

引用 ㈱アイ・エヌ・エー HP

線状 点状 面状

コイカクシ川コイカクシ川

港北町

本輪西町

本輪西駅

コイカクシ川

本輪西川

N

山地領域

準用河川

全長 ５ｋｍ

流域面積 ５．７ｋｍ２
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5050年確率雨量算出年確率雨量算出

19571957～～20062006年（年（5050
年間）室蘭気象台年間）室蘭気象台
年最大降水量デー年最大降水量デー
タより算出タより算出

（（SQRTSQRT--ETET採用採用））

1/50雨量
180mm/24h

5529.829.81.061.062828S56S56
2 2 以下以下18.118.11.291.291414S55S55

15015050.450.42.192.192323S53S53
202037.537.51.971.971919S52S52

確率年数確率年数

（年）（年）

引き引き
伸ばし後伸ばし後

引き引き
伸ばし率伸ばし率

実績実績11時間降雨時間降雨
(mm)(mm)
（ピーク雨量）（ピーク雨量）

降雨の選定降雨の選定

棄却棄却

洪水実績のある洪水実績のある

S52, S53, S55, S56S52, S53, S55, S56の降雨を検討の降雨を検討
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河川洪水流量の推定河川洪水流量の推定
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知利別川 水理計算書より

貯留関数式：

連続式：

ピーク流量：41.5(m3/s)

50年確率降雨
180（ｍｍ/24ｈ）まで
引き伸ばす

河川測点（河川測点（No.1No.1～～1717））

NN
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水
深
（
ｍ
）

擬似等流水深

限界水深

常流・射流の判定

ほぼ全域が射流

越流時間
各断面をクラーヘンの式より流速を求め、

Q=B・H・V より水位を求める

河道断面 5

2.0

3.0

4.0

5.0

0 5 10 15 20
時間(h)

水
位
(m
)

越流時間
84分

越流時間
90分

河道断面5の河岸高 4.0m
最大越流高

0.75m
計算水深

0.8m

河岸高と比較し、越流高、越流時間を算出
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NN

室蘭市提供 （株）八州調製 1:2,500 室蘭市現況図加工

越流地点

0.2m 0.4m

0.1m

0.4m

0.7m

0.3m

0.4m

0.8m

0.6m

越流水深

20分

20分

50分

60分

30分50分
90分80分

50分

越流時間

計算結果

洪水氾濫流解析洪水氾濫流解析
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洪水氾濫流解析の支配方程式洪水氾濫流解析の支配方程式
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連続式

運動方程式

M,N：x,y軸方向の流量フラックス
u,v：x,y軸方向の平均流速

τx,τy：x,y軸方向の底面摩擦力H：水位( h +zb)
ρ：水の密度
g：重力加速度

h：水深

22
2
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1 vuu

h
gn

x +=
ρτ

22
2

3
1 vuv

h
gn

y +=
ρτ

zb：地盤高

n ：粗度係数

標高データ

土地利用データ

解析条件解析条件

11：：22,500,500地形図より標高及び土地利用に関す地形図より標高及び土地利用に関す
るる10m10mメッシュデータを作成メッシュデータを作成

計算時間間隔：計算時間間隔：0.50.5秒秒
氾濫水深：各断面での計算値小数点第二位氾濫水深：各断面での計算値小数点第二位
を切上を切上

氾濫時間：各断面での計算値一位を切上氾濫時間：各断面での計算値一位を切上

計算時間：氾濫時間の計算時間：氾濫時間の33倍倍
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土地利用データ標高データ

道路 0.02
公園・空地 0.025
建物（粗） 0.04
建物（密） 0.10
水域 0.04
山林 0.10

粗度係数

標高データと土地利用データ標高データと土地利用データ

浸水域浸水域 全測点最深部全測点最深部
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氾濫アニメーション（測点０５）氾濫アニメーション（測点０５）
計算時間：氾濫開始～２７０分後計算時間：氾濫開始～２７０分後

洪水住民避難の課題洪水住民避難の課題
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内内 容容

1. 1. 避難勧告・指示避難勧告・指示 警戒水位・用語警戒水位・用語

2. 2. 洪水避難の問題点洪水避難の問題点 住民の避難意識住民の避難意識

浸水想定区域浸水想定区域

国道37号線

消防署

港北町1,2丁目

港北町3丁目

港北町4丁目

室蘭市 1:2,500 室蘭市現況図加工
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浸水想定区域浸水想定区域

国道37号線

消防署

港北町1,2丁目

港北町3丁目

港北町4丁目

室蘭市 1:2,500 室蘭市現況図加工

浸水深と避難限界

2m

浸水深

成人女性避難限界

小学校高学年避難限界
自転車通行限界

成人男性避難限界

家屋の1階部分浸水

家屋の2階部分浸水

参考）土木研究所資料 氾濫シミュレーションマニュアル（案）

1m

50cm
30cm
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1981年 登別市幌別地区氾濫状況 北海道室蘭土木現業所撮
影

港北町一丁目

港北町二丁目

港北町三丁目

港北町五丁目

サンライフ室蘭

小学校

児童センター

会館

避難所の位置

NN

室蘭市 1:2,500 室蘭市現況図加工

港北町四丁目

幼稚園
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災害時要援護者に関すること災害時要援護者に関すること

支援してほしい内容

• 洪水時に危険を知らせてほしい
• 避難場所での生活を支援してほしい
• 避難準備・避難行動を手伝ってほしい
個人情報保護法との兼ね合い

支援を必要とする人の所在や状態を登録する

• 助かるのであれば構わない 43.7%
• 気になるがそう言っていられない 26.8%
• 自分や家族のことは絶対知られたくない 2.8%
• 分からない 18.3%

港北町一丁目

港北町二丁目

港北町三丁目

港北町五丁目

幼稚園

高齢者の避難に要する時間

NN

室蘭市
1:2,500 室蘭市現況図加工

1時間

港北町四丁目
対象地域の人口と世帯数

4131人 ・ １622戸

対象地域の65歳以上の人口
898人 (約22％)

港北町４丁目331人（約37％）
(平成12年国勢調査)

高齢者の歩行速度

0.8(km/h)
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1. 1. 避難勧告・指示についての考察避難勧告・指示についての考察

(財)河川情報センター編 Portal 2006年6月号より引用

洪水警報の用語洪水警報の用語

河道断面11

5.3m

2.06m

sm40 3

NN

室蘭市 1:2,500 室蘭市現況図加工

警戒水位

( )％　　5020 3 sm1.35m

42分
氾濫注意水位

0.5m
指定水位

( )％　　208 3 sm

水防団待機水位

特別警戒水位
避難判断水位

洪水警報の用語の理解度低い

用語の改正(２００６年)
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避難指示発令避難指示発令 ＝＝ 避難時間の確保避難時間の確保

5.3m

2.06m

0.5m
水防団待機水位

( )％　　208 3 sm

sm40 3

NN

室蘭市 1:2,500 室蘭市現況図加

1.8m

河道断面11

( )％　　4217 3 sm

避難判断水位

1.13m

1時間 サイレン、広報車

課題：周知方法

2.  2.  洪水避難の問題点洪水避難の問題点

国土交通省河川局編 災害列島2000から引用
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住民の水害に対する意識調査

• 災害避難意識調査(鶴見川2005年)
• 全て指示どおりに避難する 59.0%
• 避難するとは限らない 21.4%
• 勧告等の通りに避難できない 18.8% 40.2%

• 被災後調査(名古屋・新川・西枇杷島町2000年)
• 避難の必要性を意識した 39.7%
• 意識しなかった 60.3%

被災時に避難しない人が半数以上いる。

住民の避難状況

☆西枇杷島町2000年調査
危機意識 避難の必要性

感じた 感ぜず あり なし

避難勧告発令時 29.8%  70.2% 39.7%  60.3%
床下浸水開始時 37.1     62.9 36.1      63.9
床上浸水開始時 52.8     47.2 46.2      53.8
☆兵庫県豊岡市2005年調査
・避難しなかった 79%
・避難した 21%
床下・床上浸水時 避難しなかった 62%

避難した 38%
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避難行動のメカニズム避難行動のメカニズム

災害情報
第一次警報伝達
避難勧告・指示

情報の真偽
第二次警報伝達
テレビ55%、ラジオ33%
ダブル・クロスチェック

判断
正常性バイアス

避難

避難せず
人

人はなぜ避難しないのか

☆ 人は危険に直面しても感知する能力が劣っ
ている。

避難勧告、避難指示が出ても避難する人は
驚くほど少ない。

避難率が５０%を超えることは殆どない。

これは人間の心の働きによる。

外界の変化にいちいち反応しない。
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警報と正常性バイアス警報と正常性バイアス

☆ 警報の空振り

1982年長崎豪雨災害 死者229名
長崎海洋気象台 7月11、13、16、20日
大雨洪水警報発令→災害発生せず

☆ 23日16時５度目の警報発令
長崎県、各市町村、住民は重視せず

オオカミ少年現象→避難行動の遅れ

時間雨量128mm、24時間雨量527mm.

リスク・コミュニケーションの構成リスク・コミュニケーションの構成

市民 情報ニーズ・意見聴取

専門家 行政担当者

科学的知識 災害情報

ハザードマップ作成・周知

避 難 訓 練 意見反映

自助・共助

公助


